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広報にらさき

「日本のへそ」から市内を展望！
（P15今月の表紙）

令和2年度当初予算と主要事業特 集
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夢
を
持
ち
、
明
日
を
担
う
人
材
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

当初予算と主要事業 特集

　本年度は、「第７次総合計画」に基づき、防災力・減災力の向上、福祉や教育環境の充実など
強くて美しいまち、元気で豊かなまち、夢と思いやりのあるまちを創造するための事業を積極的
に推進し、市民の皆さんと協働で、「すべての人が輝き 幸せを創造するふるさと にらさき」の実
現に取り組んでいきます。

　
子
育
て
支
援
の
充
実

　
予
防
接
種
や
乳
幼
児
健
診
の
お

知
ら
せ
機
能
な
ど
を
備
え
た
「
子

育
て
支
援
ア
プ
リ
」
を
導
入
し
ま

す
。
従
来
の
母
子
健
康
手
帳
に
登

録
す
る
情
報
に
加
え
、
月
齢
に
合

わ
せ
た
子
育
て
支
援
情
報
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
配
信
す
る
こ
と
や
、
子

ど
も
の
成
長
日
記
の
作
成
機
能
な

ど
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
を
通

し
た
育
児
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
３
歳
児
健
診
で
は
、
子

ど
も
へ
の
負
担
も
な
く
数
秒
で
正

確
性
の
高
い
検
査
結
果
を
得
る
こ

と
が
可
能
な
「
視
覚
検
査
器
」
を

導
入
し
、
弱
視
の
早
期
発
見
と
適

＊印は特別会計・企業会計

　
高
齢
者
な
ら
び
に

　
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

本
年
度
か
ら「
福
祉
の
日
記
念

ま
つ
り
」は
武
田
の
里
ウ
ォ
ー
ク
や

～「すべての人が輝き 
　　　幸せを創造するふるさと にらさき」の実現へ～

1 社会福祉関係計画策定事業費 1,898
2 福祉の絆フェス開催事業費 788
3 老人福祉センター管理運営費 14,831
4 社会福祉事務費 584

5 障害者自立支援給付費等負担
事業費 716,252

6 在宅心身障害者タクシー利用
料金助成事業費 818

7 重度心身障害者医療費助成事
業費 116,253

8 生活困窮者自立相談支援事業費 3,018
9 生活保護施行事業費 312,488
＊ 国民健康保険運営事業費 3,117,253
＊ 後期高齢者医療保険運営事業費 351,811
＊ 介護保険運営事業費 2,617,188

1 夢を持ち、明日を担う人材を育む
　 まちづくり

2 思いやりあふれる福祉のまちづくり

予算額(千円)

予算額(千円)

切
な
受
診
や
治
療
に
繋
げ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
充
実

　
こ
れ
ま
で
、
市
内
小
学
校
２
校

の
モ
デ
ル
校
を
中
心
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

支
援
員
の
配
置
や
他
校
と
の
連
携

に
よ
る
交
流
や
遠
隔
授
業
の
実
践

な
ど
に
よ
り
、
授
業
力
の
向
上
を

1 子ども医療費助成事業費 112,442
2 子ども・子育て支援事業費 232,315
3 保育園運営費 362,592
4 母子健康診査事業費 20,822
5 母子健康教育事業費 1,391
6 小中学校運営事業費 123,027
7 小中学校施設管理事業費 76,633
8 小中学校教育振興事業費 78,295
9 グリーンロッジ管理運営費 10,170
10 まちなか美術館事業費 3,811
11 民俗資料館管理運営費 6,099

サ
ッ
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
と
同
時
開

催
す
る
な
ど
、高
齢
者
や
障
が
い

者
の
み
な
ら
ず
、全
て
の
市
民
が

参
加
し
や
す
い
幅
広
い
世
代
間
交

流
の
場
と
し
て
名
称
も
含
め
、全

図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度

は
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
、
高
速
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を

行
い
、
さ
ら
な
る
情
報
活
用
能
力

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
児
童
・
生
徒

が
帰
宅
で
き
ず
校
内
で
待
機
す
る

こ
と
を
想
定
し
、
全
て
の
小
中
学

校
に
保
存
食
な
ど
を
備
蓄
し
ま
す
。

令和2年度当初予算と主要事業

思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

特 集
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当初予算と主要事業特集

　
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
こ
れ

ま
で
健
康
診
断
や
市
主
催
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
た

市
民
を
対
象
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
は
さ
ら
に
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
繋
が
る
市
民
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
意
識
の
高
揚
や
ポ

イ
ン
ト
対
象
事
業
の
充
実
の
た

め
、
中
央
公
園
施
設
内
を
周
回
す

る
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
。

　
医
療
体
制
の
充
実

　
こ
れ
ま
で
も
診
療
機
能
の
一
層

の
充
実
の
た
め
、
医
師
の
確
保
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
山
梨
大
学

の
協
力
に
よ
り
、
４
月
か
ら
皮
膚

科
を
新
設
し
、
毎
週
金
曜
日
に
診

察
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
脳
神
経
外
科
に
つ
い

て
も
、
５
月
よ
り
診
察
日
を
拡
大

し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

　

市
営
総
合
運
動
場
に
つ
い
て

は
、
昨
年
10
月
に
策
定
し
た
「
基

本
構
想
」
に
基
づ
き
、
建
設
地
の

特
性
把
握
や
公
民
連
携
に
よ
る
事

業
実
施
手
法
の
検
討
な
ど
を
主
な

　
防
災
体
制
の
強
化

　
昨
年
の
台
風
で
の
課
題
等
を
踏

ま
え
、
非
常
食
や
飲
料
水
に
加

え
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
や
避
難
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
た
め

の
間
仕
切
り
段
ボ
ー
ル
な
ど
備
蓄

品
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
ほ

か
、
上
空
か
ら
の
被
災
状
況
を
確

認
す
る
た
め
に
有
効
な
ド
ロ
ー
ン

を
購
入
し
、
迅
速
な
情
報
収
集
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
大
規
模
自

然
災
害
等
が
起
き
て
も
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
、
機
能
不
全
に
陥

ら
な
い
「
強
靭
な
地
域
」
を
作
る

た
め
、
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を

策
定
し
、
「
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
な
お

一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
年
々
増
加
す
る
災
害

対
応
へ
の
出
労
や
郷
土
愛
護
の
精

神
で
活
動
す
る
、
消
防
団
員
の
労

に
報
い
る
た
め
、
団
員
の
報
酬
を

増
額
し
ま
す
。

　
道
路
の
整
備

　
市
道
（
神
山
）
27
号
線
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
お
よ
び
観
光
客

の
通
行
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
白
沢
橋
か
ら
鍋
山
公
民
館

の
区
間
の
拡
幅
に
伴
う
、
設
計
業

務
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
市
道
（
旭
）
58
号
線
お

よ
び
市
道
（
神
山
）
２
号
線
の
道

路
改
良
お
よ
び
舗
装
を
継
続
実
施

す
る
ほ
か
、
大
穴
隧
道
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
化
を
図
る
な
ど
道
路
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
堀
切
橋
に
つ
い
て

は
、
既
設
橋
耐
震
補
強
・
補
修
お

よ
び
取
付
道
路
の
整
備
を
行
い
、

本
年
度
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

1 健康ふれあいセンター管理運営費 60,540

2 健康教育事業費
（健康ポイント事業含む） 2,794

3 予防接種事業費 70,718

4 がん検診事業費 50,206

5 保健福祉センター管理運営費 15,693

6 社会体育振興事業費 12,388

7 地域体育館建設事業費 235,638

8 総合運動場整備事業費 60,109

＊ 韮崎市立病院運営事業費 2,850,603

1 消防団運営事業費 54,534

2 消防施設維持管理費 11,343

3 消防ポンプ自動車整備事業費 20,126

4 災害対策事業費 11,749

5 道路施設長寿命化推進事業費 90,354

6 市単独道路整備事業費 159,811

7 市道（旭）58号線道路整備事業費 12,265

8 市道（神山）2号線道路整備事業費 35,090

9 市道（神山）27号線等道路整備
事業費 20,130

10 堀切橋拡幅整備事業費 140,140

3 元気で健やかに暮らせるまちづくり

4 安全・安心に暮らせる強いまちづくり

予算額(千円)

予算額(千円)

＊印は特別会計・企業会計

内
容
と
す
る
「
基
本
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
年
度
は
、
現
況
測
量
調
査

や
地
質
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
の
拠
点
か
ら
有
事

の
際
の
避
難
所
ま
で
、
幅
広
い
活

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
円
野
屋
内

運
動
場
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

元
気
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
全・安
心
に
暮
ら
せ
る
強
い
ま
ち
づ
く
り

面
的
に
見
直
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、保
育
所
等
に
在
籍
す
る

発
達
障
が
い
が
疑
わ
れ
る
子
ど

も
に
対
し
、適
切
な
支
援
を
速
や

か
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、新
た
に

臨
床
心
理
士
を
派
遣
し
、早
期
発

見
、早
期
療
育
が
行
え
る
体
制
整

備
を
図
り
ま
す
。
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農
林
業
生
産
基
盤
の
整
備

　
徳
島
堰
に
つ
い
て
は
、
転
落
事

故
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
未
整

備
箇
所
に
防
止
柵
を
設
置
し
、
用

水
路
の
安
全
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
朝
穂
堰
に
つ
い
て
は
、

改
修
中
に
白
砂
隧
道
の
一
部
が
崩

落
し
た
た
め
、
追
加
工
事
を
実
施

し
、
楯
無
堰
に
つ
い
て
も
、
測
量

設
計
調
査
を
終
え
、
本
年
度
か
ら

対
策
工
事
に
着
手
す
る
な
ど
、
県

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
よ
る
整

備
を
継
続
し
、
農
業
用
水
の
安
定

供
給
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
中
山
間
地
域
総
合
整

備
を
は
じ
め
と
す
る
県
営
事
業
に

つ
い
て
も
、
各
地
区
の
圃
場
整
備

や
鳥
獣
害
防
止
柵
の
設
置
な
ど
、

農
山
村
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、

引
き
続
き
、
基
盤
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
林
業
の
振
興

　
昨
年
度
、
台
風
の
影
響
な
ど
に

よ
り
中
止
と
し
た
、「
に
ら
さ
き

ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ

い
て
ワ
イ
ン
の
試
飲
や
ス
テ
ー
ジ

ラ
イ
ブ
な
ど
様
々
な
趣
向
を
凝
ら

し
、
本
年
度
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
醸
造
用
ぶ
ど
う
の
生
産
者
支

援
と
し
て
ぶ
ど
う
棚
の
新
設
に
対

す
る
助
成
な
ど
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
し
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
観
光
施
策
の

　
充
実

　

本
市
が
有
す
る
豊
か
な
自
然

や
地
域
資
源
を
よ
り
効
果
的
・
積

極
的
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
交
流
人
口
の
受
け
皿
と
な
る

イ
ベ
ン
ト
の
な
お
一
層
の
充
実
を

図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
こ
れ

ま
で
産
業
観
光
課
が
所
管
し
て
い

た
「
韮
崎
市
観
光
協
会
」
を
４
月

か
ら
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
ま

す
。

　
事
業
の
柔
軟
性
や
迅
速
性
、
新

た
な
収
益
事
業
の
創
出
な
ど
に

努
め
る
な
か
で
、
さ
ら
な
る
観

光
施
策
の
充
実
強
化
と
地
域
の

活
性
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
間
交
流・国
際
交
流

　
の
推
進

　
昨
年
６
月
に
、
チ
ェ
コ
共
和
国

の
メ
へ
二
ツ
ェ
市
長
を
表
敬
訪
問

し
た
際
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
契
機
と
し
た
本
市
へ
の
招

待
状
を
お
渡
し
し
た
と
こ
ろ
、
８

月
22
日
に
来
韮
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
両
市
の
交
流
も
15
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、文
化・ス
ポ
ー
ツ
等
を
通

じ
て
、さ
ら
に
親
睦
が
深
ま
る
よ

う
、８
月
に
は
記
念
植
樹
や
関
連

企
画
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
適
正
な
職
員
配
置
と

　
人
材
育
成

　
こ
こ
数
年
、自
治
体
の
災
害
対
策

に
は
、日
常
的
防
災
業
務
に
加
え
、

魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

市
民
が
主
役
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

1 県営かんがい排水事業費 22,885
2 県営中山間地域総合整備事業費 54,000
3 県営経営体育成基盤整備事業費 102,725
4 農業水利施設危機管理対策事業費 25,100
5 農地中間管理機構集積支援事業費 6,102
6 有害鳥獣駆除対策事業費 7,256
7 赤ワインの丘ブランド化推進事業費 4,480
8 まちなか活性化対策事業費 10,611
9 企業立地支援事業費 103,159
10 中小企業等支援事業費 6,744
11 観光振興事業費 28,035
12 観光施設管理事業費 6,396
13 ユネスコエコパーク普及促進事業費 894
14 若者定住就職奨励事業費 5,014

当初予算と主要事業 特集

6 魅力と活力に満ちた豊かなまちづくり
予算額(千円)

　
自
然
環
境
の
保
全

　
本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
生

態
系
の
保
護
・
保
全
の
た
め
、
特

定
外
来
植
物
で
あ
る
オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催

し
、
市
民
と
協
働
し
た
駆
除
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
山
系
に
お

い
て
、
近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
高
山
植
物
の
食
害
が
確
認
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳳
凰
三
山
お

よ
び
そ
の
周
辺
に
防
護
柵
を
設
置

す
る
な
ど
の
植
生
保
護
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

美
し
い
ふ
る
さ
と
を
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

1 美しいまちづくり事業費 919
2 廃棄物処理対策事業費 71,411
3 資源リサイクル推進事業費 18,429
4 ごみ減量アクションプラン推進事業費 303
5 民間宅地開発促進事業費 4,400
6 市営住宅改修事業費 65,208
7 定住促進住宅改修事業費 52,621
8 市立公園等管理費 8,244
9 浄化槽設置促進事業費 18,860
＊ 水道運営事業費 1,344,258
＊ 簡易水道運営事業費 21,761
＊ 公共下水道運営事業費 1,840,150

5 美しいふるさとを誇れるまちづくり
予算額(千円)

＊印は特別会計・企業会計

　
住
宅
・
宅
地
の
整
備

　

定
住
人
口
の
減
少
対
策
、
ま

た
、
住
宅
用
地
の
供
給
を
促
進
し

良
好
な
住
環
境
整
備
を
推
進
す
る

た
め
、
分
譲
用
宅
地
と
し
て
開
発

を
行
う
民
間
事
業
者
お
よ
び
土
地

所
有
者
に
対
し
、
助
成
を
行
う
支

援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。



5

市税 
56億4,239万6千円
　　　　  （39.7%） 補助費等 

28億7,385万7千円
　　　　   （20.2%）

物件費 
24億1,324万6千円
　　　　   （17.0%）

扶助費 
22億6,413万円 （15.9%）

人件費 
21億141万5千円 （14.8%）

普通建設事業費 
17億7,989万5千円
 （12.5%）

繰出金 
9億9,735万7千円（7.0%）

維持補修費 
1億1,205万4千円（0.8%）

積立金 
4,923万3千円（0.3%）

災害復旧費 3千円（0.0%）

貸付金 744万円（0.1%）

予備費 3,000万円（0.2%）

公債費 
15億9,337万円
 （11.2%）

地方交付税 
22億4,000万円（15.8%）

民生費 
42億7万6千円

（29.5%）

教育費 
20億8,756万7千円

（14.7%）

土木費 
16億937万4千円

（11.3%）

衛生費 
14億152万8千円

（9.9%）

消防費 
5億9,597万8千円

（4.2%）

総務費 
16億3,971万9千円

（11.5%）

公債費 
15億9,337万円

（11.2%）

商工費 
2億4,715万7千円

（1.7%）

議会費 
1億3,891万9千円

（1.0%）
予備費 
3,000万円

（0.2%）

労働費 
1,898万2千円

（0.1%）

災害復旧費 
3千円

（0.0%）

農林水産業費 
6億5,932万7千円

（4.7%）

国庫支出金 
16億4,024万6千円

（11.5%）

市債 
11億8,510万円

（8.4%）

県支出金 
11億185万1千円

（7.7%）

地方譲与税等 
9億977万3千円

（6.4%）

その他 
5億2,202万7千円（3.7%）

繰入金 
4億3,891万7千円（3.0%）

財産収入 
5,995万7千円（0.4%）

分担金及び負担金 
2億2,317万2千円（1.6%）

使用料及び手数料 
2億5,856万1千円（1.8%）

142億
2,200万円

142億
2,200万円

歳入 歳出【性質別】

歳出【目的別】

※地方譲与税等には、地方譲与税のほか、
利子割交付金等の各種交付金の合計を記
載しています。

危
機
管
理
業
務
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、本
年
度
よ
り「
危

機
管
理
専
門
監
」を
配
置
し

ま
す
。

　

ま
た
、福
祉
課
に
お
い
て

は
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
相

談
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、「
福
祉
総
合
相
談
担
当
」

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、高

齢
者
福
祉
業
務
は
、長
寿
介

護
課
へ
集
約
し
、利
用
者
の

利
便
性
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
ま
す
。さ
ら

に
、子
育
て
支
援
担
当
か
ら

新
た
に
保
育
担
当
と
し
て

分
け
る
こ
と
で
、子
育
て
世

7 市民が主役の持続可能なまちづくり
予算額(千円)

　

大
村
博
士
の
生
家
で
あ
る
「
蛍

雪
寮
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
移
住
希
望
者

に
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
て
い
た

だ
く
な
ど
幅
広
く
利
活
用
で
き
る

施
設
と
す
る
た
め
、
蔵
も
含
め
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
大
村
博
士
の
生
ま
れ

育
っ
た
故
郷
の
風
景
を
残
し
つ
つ
、

交
流
人
口
の
創
出
や
移
住
・
定
住

に
つ
な
が
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
が
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
最
終
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
市
が
取
り
組
む
「
第
７
次
総
合

計
画
」
と
の
整
合
性
を
図
り
、
国

が
示
す
新
た
な
視
点
な
ど
を
盛
り

込
み
、
本
年
度
よ
り
新
た
に
「
第

２
期
総
合
戦
略
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

地
方
創
生
は
息
の
長
い
重
要
な

課
題
で
あ
る
た
め
、「
継
続
を
力

に
す
る
。」
と
い
う
姿
勢
で
、
現

行
の
枠
組
み
を
踏
襲
し
つ
つ
、
引

き
続
き
、
切
れ
目
の
な
い
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

帯
に
対
し
て
よ
り
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

   

韮
崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

令和2年度当初予算　歳入・歳出の内訳（一般会計）

当初予算と主要事業特集

1 定住対策促進事業費 55,086
2 持家住宅定住促進助成事業費 70,300
3 国際交流事業費 3,729
4 広聴広報事務費 18,477
5 男女共同参画社会づくり事業費 1,265
6 まちづくり活動推進事業費 1,006
7 地区活動推進事業費 19,765
8 消費生活対策推進事業費 3,857
9 庁舎管理費 143,558
10 ふるさと納税事業費 141,203
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税務収納課よりお知らせ

　税金や保険料等の納付の口座振替を申込むと、指定した口座から市税等が納期限日に自
動で払い込まれます。納期限ごとに金融機関やコンビニに行って納める手間がなく、うっ
かり納め忘れる心配もありません。安心で便利な口座振替を、ぜひご利用ください。
■Pay-easy（ペイジー）口座振替受付サービス
　税務収納課で、キャッシュカードにより簡単に申込みの手続きができます。（暗証番号が必要です。）
■ペイジー対応金融機関
　山梨中央銀行・甲府信用金庫・山梨信用金庫・山梨県民信用組合・ゆうちょ銀行・梨北農業協同組合
■金融機関窓口でも、口座振替の手続きができます。
　・申込みには、通帳・通帳の届出印が必要です。
　・申込用紙は、市内の各金融機関または税務収納課に
　　ございます。
　・口座振替金融機関
　　山梨中央銀行・甲府信用金庫・山梨信用金庫・山梨県民信
　　用組合・ゆうちょ銀行・梨北農業協同組合・三井住友銀行
　　甲府支店

納期限 市県民税
（普通徴収）

固定資産税
都市計画税

軽自動車税
（種別割）

国民健康
保険税

介護保険料
（普通徴収）

後期高齢者
医療保険料

（普通徴収）
市県民税

（特別徴収）

4月30日 第１期

毎月10日

6月 1日
第１期

全期
全期前納

6月30日 第２期

7月31日
第１期

第２期 第１期 第１期
全期前納

8月31日 第２期 第２期 第３期 第２期
9月30日 第３期 第３期

11月 2日 第３期 第４期 第４期 第４期
11月30日 第５期 第５期
12月25日 第３期 第６期 第５期 第６期

令和3年 2月 1日 第４期 第７期 第７期
3月 1日 第４期 第８期 第６期 第８期

■注意事項
　・市県民税（特別徴収）は口座振替に対応していません。
　・口座振替日は、各納期限日と同日になります。
　・残高不足等で振替不能になった場合は、翌10日（休業日の場合は翌営業日）に再振替を行います。
　・新たに口座振替をご利用の場合は、市内金融機関または税務収納課へお問い合わせください。
　・災害、傷病等の理由により納期限内に納付ができない場合は、お早めに税務収納課へご相談ください。
　・納期限までに納付されなかった場合、督促手数料や延滞金が追加徴収となりますので、納期限までに
　　納め忘れのないようにご注意ください。

税金等の納付は口座振替で！

令和2年度 市税等の納期限

　市では、市税等のコンビニエンスス
トアでの収納業務を法令に基づき次の
とおり委託しました。
■委託先
　地銀ネットワークサービス株式会社

■問い合わせ　税務収納課 収納推進担当（内線163～166）

市税等の収納業務を委託

税務収納課よりお知らせ
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駅前交番北側駐輪場
閉鎖のお知らせ

各種保険料・ごみの分別・駅前駐輪場の閉鎖

　今回送付する通知は、本年度の住民税の課税所得が4月時点では確定していないため、令和2年度前期
分の保険料を暫定的に算定したものです。
　本来の保険料額の通知は、本年度の住民税が確定した後に再計算し、7月に改めて送付します。
■年金より天引き（特別徴収）の方　

　令和2年4月・6月・8月分の通知（仮徴収のお知らせ）です。前年度から継続して特別徴収の方は、
暫定的に前年度2月の保険料と同額を年金から天引きします。また、4月から新たに特別徴収となる方
は、前年度と同じ所得段階の保険料を、納期6回で割った額が、年金から天引きとなります。

■納付書または口座振替（普通徴収）の方
　令和2年4月・6月分の介護保険料額の通知（暫定通知書）です。前年の所得が確定していないため、
前年度と同じ所得段階の保険料を納期6回で割った額での納付となります。

■問い合わせ　長寿介護課 介護保険担当　☎23‐4313

　令和2年度国民健康保険税および後期高齢者医療保険料について、4月より年金か
らの天引きが行われる方へ、4月上旬に「仮徴収額決定通知書」を送付します。
　4月・6月・8月に天引きされる保険税（料）は、平成31年度の保険税（料）から
算出した暫定的な額（仮徴収額）です。令和2年度の年間保険税（料）は、平成31
年1月～令和元年12月の所得の確定後、7月に本算定を行い、改めて通知します。
※申請により口座振替への変更もできます。
■国保税の仮徴収額決定通知書が送付される世帯
　次の要件にすべて該当する世帯は、世帯主の年金から天引きされる納付方法になります。

①世帯主を含む国保加入者全員が65歳から74歳の世帯。
②世帯主が年額18万円以上の年金を受給し、介護保険料が年金から天引きされている。
③国保税と世帯主の介護保険料の合計額が年金額の2分の1を超えていない。
④令和2年2月に年金から保険税が天引きされている。
※今まで年金からの天引きがされていた世帯でも、世帯主が令和2年度中に75歳になる場合は、普通徴

収となり、年金からの天引きはされませんのでご注意ください。
■問い合わせ　市民生活課 国保年金担当（内線127～129・137）

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の仮徴収額決定通知書を送付します

令和2年度介護保険料の「仮徴収のお知らせ」および「暫定通知書」を送付します

各種保険料（税）にかかる通知書をお送りします

　
可
燃
ご
み
に
金
属
類
が
大
量
に

混
入
す
る
と
、
一
度
焼
却
炉
を
停

止
さ
せ
、
金
属
類
を
取
り
出
す
作

業
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

焼
却
炉
が
一
度
停
止
す
る
と
、
再

び
焼
却
で
き
る
温
度
に
上
昇
さ
せ

る
ま
で
に
大
量
の
燃
料
が
必
要
と

な
り
、
多
く
の
経
費
が
発
生
し
、

結
果
的
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担

が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
適
切
な

ご
み
の
分
別
と
減
量
化
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

 　
市
民
生
活
課 

生
活
環
境
担
当

　
　
（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

▶
焼
却
炉
に
詰
ま
っ
て
い
た
金 

　
属
類
の
塊

　韮崎駅前交番建て替えに伴い、4月19日（日）
をもって本駐輪場は閉鎖することとなりました。
これまでご利用いただいていた方は、周辺の駐
輪場をご利用ください。

■問い合わせ
　総務課 危機管理担当（内線339・399）

黒沢川

韮崎駅

韮崎駅
交番

ニコリ オギノ

西松屋

駅前交番
北側駐輪場

エコパーク
たつおかからの
お願い

ご
み
の
分
別
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
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ドック・女性のがん検診

両
ド
ッ
ク
共
通
事
項

■
受
診
券
発
券
期
間　
４
月
１
日
（
水
）
～
12
月
18
日
（
金
）

■
受
付
場
所　
健
康
づ
く
り
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
申
込
時
の
持
ち
物　
健
康
保
険
証（
人
間
ド
ッ
ク
は
国
民
健
康
保
険
証
）

　
生
活
習
慣
病
や
が
ん
等
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
定
期
的
な
検

診
受
診
を
心
が
け
、
健
康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
例
年
受
診
期
限
間
際
で
の
予
約
が
殺
到
し
、
受
診
で
き
な
い
状
況
が
生

じ
て
い
ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

　
韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
（
昭
和
21

年
４
月
２
日
～
昭
和
56
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
）

※
申
込
時
、
本
人
お
よ
び
世
帯
主

が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
総
合
健
診
受
診
者
は
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

■
助
成
額

　
男
性　

２
３
，
０
０
０
円

　
女
性　

２
８
，
０
０
０
円

■
受
診
期
限

　
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■
受
診
医
療
機
関
（
６
機
関
）

　
韮
崎
市
立
病
院
・
山
梨
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
・
山
梨
県
厚
生

連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
・
甲
府
共

立
病
院
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
・
石

和
温
泉
病
院
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
石

和
）
・
白
根
徳
洲
会
病
院

■
対
象
者

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
３

年
３
月
31
日
現
在
50
歳
以
上
の
方

の
う
ち
、
前
年
度
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
し
て
い
な
い
方
（
昭
和
46
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
申
込
時
、
本
人
お
よ
び
世
帯
主

が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
助
成
額
（
男
女
と
も
）

　
１
０
，
０
０
０
円

■
受
診
期
限

　
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■
受
診
医
療
機
関　
秋
山
脳
外
科

　
女
性
特
有
の
病
気
で
あ
る
「
乳

が
ん
」
や
「
子
宮
が
ん
」
は
、
近

年
、
若
い
女
性
に
急
増
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
早
期
に
発
見
し
、

治
療
を
行
え
ば
、
高
い
確
率
で
治

癒
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご

自
身
と
大
切
な
ご
家
族
の
た
め
、

年
に
一
度
の
検
診
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
新
規
勧
奨
対
象
者
お
よ
び
再
勧

奨
対
象
者
で
【
表
１
】
に
該
当
す

る
方
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に

よ
る
乳
が
ん
検
診
ま
た
は
子
宮
頸

が
ん
検
診
の
自
己
負
担
金
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者
【
表
１
】

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
５
月
中
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
詳
細
を
確

認
・
予
約
の
う
え
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

■
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
以
外

　
の
方
で
受
診
希
望
の
方

　
事
前
に
受
診
券
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
受
付
期
間
中
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
【
表
２
】
参
照

子宮がん検診 乳がん検診
頸部 頸体部 超音波検査 マンモグラフィー検査

対象者　※2
（韮崎市民の方）

年度末年齢21歳以上の女性 医師の判断により検診（体部）
が必要と認められた方

年度末年齢25歳～39歳の女性、年
度末年齢40歳以上の偶数年の女性

年度末年齢41歳以上の
奇数年の女性

【表1】の対象者は無料クーポン券を使って、予約のうえ受診してください。受診券は必要ありません。
受付期間 ４月１日（水）～12月18日（金）

受診申込
（受診券発券）

保健福祉センターへ来所または電話いただくか、総合健診会場、インターネットにてお申込みください。
※乳がん検診は申込時にご希望の医療機関と日程をお伺いしますので、健康カレンダーの日程をご確認のうえお申込みください。

　　※保健福祉センターへ来所の際は、健康保険証等本人確認のできるものをお持ちください。
　　※自己負担金は受診時に医療機関へお支払いください。

　　※インターネットでの申込方法は市ホームページでご確認ください。

受診場所 指定医療機関 山梨県厚生連健康管理センター（保健福祉センター、東京エレクトロン
韮崎文化ホール）・韮崎市立病院・いいのクリニック

受診期間 受診券発券後～令和3年１月31日（日）
持ち物 受診券またはクーポン券、問診票、健康保険証、自己負担金

自己負担金
（受診時に支払い）

2,000円 800円 1,000円
70歳以上は無料。※2

【表 2】

※2　令和3年3月31日現在の年齢となります。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・

　
女
性
の
が
ん
検
診
の
受
診
手
続
き

脳
ド
ッ
ク

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

対象検診項目 年齢※1

新規勧奨対象
子宮頸がん検診 21歳

乳がん検診 41歳
再勧奨対象 

※過去にクーポン券未利用かつ市のがん検診 
未受診で右の年齢に該当する方のみ　　

子宮頸がん検診 26歳、31歳、36歳、41歳

乳がん検診 46歳、51歳、56歳、61歳

※1　令和3年3月31日現在の年齢となります。

【表 1】
乳がん・子宮がん検診の

申込みは、
電話・インターネットでもできます。

詳しくは
「韮崎市女性がん検診」

で検索してください。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

   
早
期
発
見
と
予
防
の
た
め
に

人
間
ド
ッ
ク

※
必
ず
、
受
診
券
を
受
け
取
っ
て
か
ら
医
療
機
関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
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予防接種
　
国
の
風
し
ん
に
関
す
る
追
加
的

対
策
と
し
て
、
過
去
に
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
定
期
接
種
を
受
け
る

機
会
が
な
か
っ
た
昭
和
37
年
４
月

２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
性
の
方
は
、
令
和
４
年
３

月
末
ま
で
の
間
、
風
し
ん
の
定
期

予
防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
が
配

布
さ
れ
、
原
則
無
料
で
抗
体
検
査

や
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

○
ク
ー
ポ
ン
券
の
送
付

　
本
年
度
は
、
昭
和
37
年
４
月
２

日
～
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
男
性
に
、
市
か
ら
ク
ー
ポ
ン
券

が
４
月
中
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

（
昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
昨
年
度

に
検
査
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方

に
も
追
っ
て
再
送
付
し
ま
す
。
４

月
に
職
場
の
健
康
診
断
が
あ
る
等

で
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
健
康
づ
く

り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
）

○
ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用
期
限

　
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■
受
診
方
法

　
ワ
ク
チ
ン
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
を
２
段
階
で
行
い
ま
す
。

①
ク
ー
ポ
ン
券
を
医
療
機
関
や
特

定
健
診
等
に
持
参
し
、
風
し
ん

の
抗
体
検
査
を
受
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
↓

②
抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体
価
が

十
分
で
な
い
方
は
、
医
療
機
関

で
予
防
接
種
を
受
け
ま
す
。

■
そ
の
他

　

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ク
ー
ポ
ン
券
に
同
封
さ
れ
た
文
書

を
ご
参
照
い
た
だ
く
か
、
健
康
づ

く
り
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
、
国
に
よ
る
風
し
ん
に

関
す
る
追
加
的
対
策
に
加
え
、
妊

婦
等
の
感
染
予
防
を
一
層
強
化

し
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発

生
を
予
防
す
る
た
め
、
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

■
対
象
者

・
妊
娠
を
予
定

　
ま
た
は
希
望
し
て
い
る
女
性

・
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

　
（
事
実
婚
を
含
む
）

・
山
梨
県
の
風
し
ん
抗
体
検
査
事

　
業
で
予
防
接
種
を
勧
め
ら
れ
た

　
方

※
過
去
に
風
し
ん
に
罹
患
し
た
方
、

予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
等
を
接
種

し
た
こ
と
が
あ
る
方
、
現
在
妊

娠
し
て
い
る
方
、
国
の
風
し
ん

定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る

方
は
除
き
ま
す
。

■
助
成
方
法
（
償
還
払
い
）

　
詳
し
い
申
請
方
法
は
事
前
に
電

話
等
で
健
康
づ
く
り
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
窓
口
で
接
種
費
用
を

全
額
自
己
負
担
い
た
だ
き
、
申

請
に
よ
り
助
成
金
を
口
座
振
込

す
る
形
と
な
り
ま
す
。

○
助
成
金
額

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
３
，
０
０
０
円

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
５
，
０
０
０
円

■
申
請
受
付
期
間

　
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

風
し
ん
に
関
す
る
追
加
的

対
策（
大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
）

妊
婦
等
へ
の
風
し
ん
感
染

防
止
（
韮
崎
市
風
し
ん
等
予
防
接

種
費
用
助
成
金
）

　
肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
病
原
体
の
一
つ

で
、
特
に
高
齢
者
が
発
症
す
る
と

重
症
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

早
め
に
接
種
を
受
け
る
よ
う
に

し
、
肺
炎
球
菌
を
起
因
と
す
る
、

肺
炎
の
発
症
お
よ
び
重
症
化
の
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
定
期
接
種
対
象
者

①
令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
、
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

の
方
で
過
去
に
１
度
も
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と

が
な
い
方

②
接
種
日
現
在
、
60
歳
以
上
65
歳

　
未
満
で
、
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸

　
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

　
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

　
に
１
級
程
度
の
障
が
い
を
有
す

　
る
方
（
接
種
を
ご
希
望
の
方
は

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
の
う

　
え
健
康
づ
く
り
課
に
お
申
し
出

　
く
だ
さ
い
）

※
次
の
方
は
助
成
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
過
去
に
任
意
接
種
に
よ
り
同
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

②
過
去
に
自
己
負
担
に
よ
り
同
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方

■
実
施
期
間

　
４
月
１
日
（
水
）
～

　
　
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

■
助
成
金
額

　
接
種
費
用
の
１
／
２

（
上
限
４
，０
０
０
円
、
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
実
施
期
間
外
お
よ
び
指
定
医
療

機
関
以
外
で
接
種
し
た
場
合
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。な
お
、

指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
健
康

づ
く
り
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
接
種
手
続

　
対
象
者
に
は
３
月
末
に
予
診
票

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
う
え
、接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
定
期
接
種
の
経
過
措
置
は
令

和
５
年
度
ま
で
で
す
。
70
～

１
０
０
歳
で
過
去
に
１
度
も
接

種
を
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
節

目
年
齢
時
に
予
診
票
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、接
種
の
機
会
を
逃

さ
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
！

助
成
制
度
等
の
積
極
的
な
活
用
を

予
防
接
種
で
風
し
ん
予
防
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健康ポイント・シニア健康サポーター・産後ケア

◆シニア健康サポーターってどんなことをするの？
　介護予防のために各町公民館で行っている『いきいき貯筋クラブ』などで健康づくりをサポートします。
◆シニア健康サポーターになるには？
　養成研修（全4回）をすべて受講された方に「シニア健康サポーター」とし
て地域の活動にご協力いただきます。生きがいをもち、自分自身も健康で生活
したい…そんなあなたにぴったりの研修です。シニア健康サポーターになって
みませんか？

　市では地域の高齢者の方々の健康づくりや介護予防活動を行政とともに行い、身近で支援してくださる
サポーターの養成を行っています。

日程 時間 内容 場所
1回目 5月27日（水） 9：30～11：30 介護予防について、介護予防活

動における高齢者へのサポート
方法、体操等の指導

保健福祉センター2回目 6月10日（水） 9：30～11：30
3回目 6月24日（水） 13：30～15：30
4回目 7月  2日（木） 13：30～15：30

■対　　象　趣旨に賛同される方
■定　　員　20名（先着順）
■募集期間　4月1日（水）～30日(木)
■研修日程

■申込み・問い合わせ　長寿介護課 介護予防担当（保健福祉センター内）　☎23-4313

　
市
で
は
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
今
年

度
も
実
施
し
ま
す
。
身
体
に
良
い

こ
と
を
し
て
、
20
ポ
イ
ン
ト
貯
め

る
こ
と
で
、
健
康
と
ク
オ
カ
ー
ド

が
手
に
入
り
ま
す
。
昨
年
度
は
約

２
０
０
名
の
方
が
20
ポ
イ
ン
ト
を

達
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
健

康
づ
く
り
を
頑
張
る
皆
さ
ん
を
応

援
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
期
間　
開
始
よ
り
１
年
間

　
（
例
）10
月
に
始
め
た
ら
翌
年
９

　
　
　
月
ま
で
有
効

■
対
象
者　
19
歳
以
上
の
市
民　

　
（
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
）

■
記
念
品　
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
達

成
し
た
方
に
１
，
０
０
０
円
分

の
ク
オ
カ
ー
ド
贈
呈

■
記
念
品
交
換
場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
ポ
イ
ン
ト
達
成
記
念
品
交
換
受
付

　
20
ポ
イ
ン
ト
達
成
後
２
か
月
以
内

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
保
健
指
導
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

※ウェルネスポイントを利用した健康づくりの参考
にするため、事前に利用登録していただいた方に、
LED ミニライトをプレゼントします。詳しくは健
康づくり課へお問い合わせください。

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
し
よ
う

【参加方法】　※どちらかの方法を選択してください。

ポイント手帳で参加 スマホで参加

ポイント手帳ゲット

20ポイント達成！！

健康づくりのメニューに参加してポイントゲットしましょう

LINEに登録

保健福祉センターにて
記念品（クオカード）と交換

 20ポイント

事前登録してくれた
先着100名様に

LEDミニライトを
プレゼントするよ！

令
和
２
年
４
月
よ
り

宿
泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
の

多
胎
児
加
算
料
を
助
成

　

宿
泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
と
は
、

育
児
不
安
や
悩
み
を
抱
え
た
育
児

支
援
を
必
要
と
す
る
産
後
４
か
月

ま
で
の
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
が
、
宿

泊
し
な
が
ら
母
体
の
ケ
ア
と
育
児

に
関
す
る
相
談
や
、
沐
浴
や
授
乳

等
の
支
援
を
受
け
明
る
い
気
持
ち

で
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
事
業
で
す
。

■
利
用
料
金

　
１
泊
２
食

　
課
税
世
帯　
　

 

６
，
１
０
０
円

　
非
課
税
世
帯　

 

３
，
１
０
０
円

　
生
活
保
護
世
帯 　
　
　
　
０
円

＊
昼
食
代　
別
途 

１
，
０
０
０
円

■
多
胎
児
加
算
助
成
額

　

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
宿

泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
を
利
用
し
た

多
胎
児
の
加
算
料
（
１
人
を
超
え

る
ご
と
に
１
人
に
つ
き
１
泊
５
，

０
０
０
円
）
を
県
お
よ
び
市
で
１

／
２
ず
つ
助
成
し
ま
す
。

■
宿
泊
期
間　
原
則
３
泊
４
日

■
利
用
方
法

　

市
に
申
請
書
を
提
出
し
利
用
登

録
を
し
た
後
、
山
梨
県
産
前
産
後

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
予
約
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課 

保
健
指
導
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

ポイント
手帳

  
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、
健
康
に
な
ろ
う
！

シニア健康サポーター大募集!!
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供
用
開
始
区
域
の
拡
大

　
令
和
元
年
度
に
旭
町
地
内
の
一

部
で
行
わ
れ
た
下
水
道
工
事
箇
所

の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
工
事
に
よ
り
公
共
汚
水
マ
ス

を
設
置
し
た
方
々
は
、
４
月
か
ら

新
た
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
下
水
道

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

供
用
開
始
さ
れ
た
地
区
に

下
水
道
が
使
用
で
き
る

土
地
を
お
持
ち
の
方

　
受
益
者
負
担
金
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
４
月
中
旬
に
、
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
ご
確
認
い
た
だ
き

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
排
水
設
備
接
続
の
方
法

　
下
水
道
に
接
続
す
る
宅
内
工
事

に
つ
い
て
は
、
市
が
指
定
し
た

「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店

下水道事業
　
下
水
道
工
事
は
公
共
水
域
の
水

質
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活

環
境
の
向
上
を
目
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
下
水
道
が
使
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
未

接
続
の
方
は
速
や
か
に
下
水
道
へ

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
市
に
提
出
す
る
必
要
書
類
の
作

成
、
届
出
な
ど
の
手
続
き
を
代
行

し
ま
す
。
指
定
工
事
店
の
一
覧
は

下
水
道
担
当
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な

お
、
工
事
費
は
個
人
負
担
と
な
り

ま
す
。

各
種
補
助
事
業
の
ご
活
用
を

●
排
水
設
備
工
事
融
資
あ
っ
せ
ん

①
融
資
あ
っ
せ
ん
額

　
排
水
設
備
工
事
資
金
１
０
０
万

　
円
以
内

②
利
子
補
給

　
市
が
３
％
以
内
の
利
子
補
給

③
償
還
方
法

　
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以

　
内
毎
月
元
金
均
等
償
還

④
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件

※
処
理
区
域
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
。

※
市
税
お
よ
び
受
益
者
負
担
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

●
下
水
道
排
水
設
備
費
補
助
金

　
下
水
道
処
理
区
域
内
に
お
い
て

平
成
13
年
４
月
１
日
以
降
に
設
置

届
を
提
出
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
た
方
で
、
下
水
道
排
水

設
備
工
事
を
行
う
場
合
、
補
助
金

の
額
は【
表
１
】の
と
お
り
で
す
。

●
合
併
浄
化
槽
普
及
事
業
費
補
助
金

　
下
水
道
認
可
区
域
外
に
、
50
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
を
対
象
に
工
事
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
ご
使
用
の
単
独
処

理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
取
替
え
の
場
合
も
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
区
域

　
穂
坂
、
中
田
、
穴
山
、
円
野
、

清
哲
、
神
山
の
全
域
と
祖
母
石
の

一
部
、
岩
下
の
一
部
。

※
こ
れ
に
該
当
し
な
い
区
域
で

も
、
下
水
道
区
域
外
等
補
助
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
額　
【
表
２
】
の
と
お
り

※
【
表
２
】
と
浄
化
槽
の
設
置
費

　
用
の
４
割
の
い
ず
れ
か
低
い
方

　
の
額
。

※
浄
化
槽
の
人
槽
は
、
日
本
工
業

規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ａ 

３
３
０
２
）

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

※
申
請
受
付
は
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
終
了
し
ま
す
。
ま
た
、

着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
届
出
を

　
転
出
、
転
居
や
名
義
変
更
、
井

戸
水
使
用
世
帯
構
成
員
の
変
更
な

ど
に
よ
り
異
動
が
あ
っ
た
と
き

は
、
す
み
や
か
に
下
水
道
担
当
へ

届
出
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
の
正
し
い
使
用
を

　
下
水
道
を
使
う
一
人
ひ
と
り
が

ル
ー
ル
を
守
っ
て
上
手
に
使
う
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
台
所
で
は
・
・
・

　
食
用
廃
油
等
の
油
脂
類
、
調
理

く
ず
、
残
飯
な
ど
を
流
す
と
管
が

詰
ま
っ
た
り
悪
臭
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
ト
イ
レ
で
は
・
・
・

　

水
洗
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
な
い

紙
や
紙
お
む
つ
、
タ
バ
コ
、
ガ
ム

な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
洗
濯
場
、
風
呂
等
で
は
・
・
・

　
洗
濯
で
は
、
リ
ン
を
含
ま
な
い

洗
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
毛
髪
な

ど
は
管
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
と
な

る
の
で
、
目
皿
等
を
用
い
て
管
に

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

（
内
線
６
１
３
・
６
１
４
）

　
市
で
は
、下
水
道
事
業
お
よ
び

簡
易
水
道
事
業
の
経
営
状
況
を

明
確
化
し
、効
率
的
な
事
業
運

営
を
図
る
た
め
、令
和
２
年
４
月

１
日
よ
り
、こ
れ
ま
で
の「
官
公

庁
会
計（
特
別
会
計
）」か
ら
地
方

公
営
企
業
法
を
適
用
し
た「
公
営

企
業
会
計
」へ
移
行
し
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
で
は
会
計

が
発
生
主
義（
複
式
簿
記
）と
な

り
、作
成
さ
れ
る
貸
借
対
照
表

や
損
益
計
算
書
な
ど
の
財
務
諸

表
か
ら
財
政
状
態
や
経
営
成

績
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
将

来
の
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し

ま
す
。

　

な
お
、地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
に
よ
り
、市
民
の
皆
さ
ん
に

直
接
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課

　
下
水
道
担
当
・
水
道
管
理
担
当

　
（
内
線
６
１
３・６
１
４・６
１
６
）

【表2】合併浄化槽
　　　　普及事業費補助金

接続時期 補助
金額

処理区域公示から1年以内
（令和２年4月供用開始） 8万円

処理区域公示から２年以内
（平成31年4月供用開始） 5万円

処理区域公示から3年以内
（平成30年4月供用開始） 3万円

人槽区分 補助限度額

5人槽まで 332,000円

6人槽～7人槽 414,000円

8人槽～50人
槽 548,000円

下
水
道
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

【表１】下水道排水設備設置補助金
　　　　（一般家庭のみ）

４
月
か
ら
下
水
道
事
業
お
よ

び
簡
易
水
道
事
業
が
公
営
企

業
会
計
に
移
行
し
ま
す　
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地域まちづくり活動補助金・計画策定・パブリックコメント

地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
補
助
金
の
活
用
を

　

地
域
が
抱
え
る
課
題
な
ど
を
解

決
す
る
た
め
、活
動
を
始
め
た
い

団
体
や
既
に
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
を
支
援
す
る「
地
域
ま
ち
づ

く
り
活
動
補
助
金
」を
設
け
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
よ
り
活
用
し
や

す
く
す
る
た
め
、
内
容
を
見
直
し

ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
を
活
か
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
担
い
手
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
と
な
る
団
体
等

　
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
有
し
、

３
名
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で

あ
る
こ
と
。
（
規
約
、
会
則
等
が

あ
る
こ
と
）

■
補
助
金
の
種
類

①
立
ち
上
げ
支
援
部
門
（
設
立
１

　
年
未
満
の
団
体
の
み
申
請
可
）

　
備
品
購
入
費
、
人
件
費
に
対
し

助
成

②
事
業
支
援
部
門
（
全
て
の
団
体

　
申
請
可
）

　
報
償
費
、
印
刷
製
本
費
、
消
耗

品
費
、
委
託
料
、
使
用
料
な
ど
に

助
成

■
補
助
対
象
と
な
る
事
業

　
①
地
域
の
課
題
が
具
体
的
に
解

決
で
き
る
。
②
地
域
住
民
の
共
感

と
協
力
が
得
ら
れ
る
。
③
団
体
の

自
立
し
た
活
動
が
期
待
で
き
る
。

な
ど
①
～
③
の
全
て
に
該
当
す
る

事
業

■
補
助
金
の
限
度
額

①
立
ち
上
げ
支
援
部
門

　
30
万
円
を
限
度
に
１
回
の
み

②
事
業
支
援
部
門

　

50
万
円
（
１
年
目
）
40
万
円

（
２
年
目
）
30
万
円
（
３
年
目
）

を
限
度
に
３
回

※
両
部
門
と
も
補
助
対
象
経
費
の

　
９
／
10
以
内
で
助
成

■
申
請
書
類
お
よ
び
申
請
方
法
等

　
申
請
書
類
お
よ
び
申
請
方
法
は

総
合
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
補
助
金
は
、

事
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
審
査
の
う
え

交
付
の
可
否
お
よ
び
交
付
額
を
決

定
し
ま
す
。

市
営
総
合
運
動
場
整
備

基
本
計
画（
案
）に
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、建
設
以
来
40
年
以

上
が
経
過
し
、老
朽
化
が
進
行

し
て
い
る
市
営
総
合
運
動
場（
体

育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
）の
整
備

に
つ
い
て
、こ
の
た
び「
基
本
計

画
」（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。そ

の
内
容
を
公
表
し
ま
す
の
で
、市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
場
所

　

市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、市
役
所
２
階
教
育
課
、市

営
総
合
運
動
場
体
育
館
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

■
閲
覧
期
間

　
４
月
13
日（
月
）～

５
月
10
日（
日
）

■
提
出
方
法

　

意
見
の
要
旨
お
よ
び
そ
の
理

由
と
、住
所
、氏
名
、連
絡
先
を

明
記
の
う
え
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク

ス
、電
子
メ
ー
ル
、持
参
の
い
ず

れ
か
の
方
法

■
受
付
期
限　
５
月
10
日（
日
）

　
　
　
　
　
※
当
日
消
印
有
効

■
送
付
先・問
い
合
わ
せ

　
教
育
課

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
２
）

　
　
　
　
　

 

２
３
‐
１
２
１
５

　

kyouiku@
city.nirasaki.lg.jp

すべての人が輝くまちを目指して～計画を策定しました～
  

● 

庭
木
管
理
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
世

帯
に
対
し
、剪
定
な
ど
を
行
う
。

  

● 

市
内
在
住
外
国
人
を
中
心
に
食
フ
ェ

ス
な
ど
国
際
交
流
活
動
を
実
施
。

  

● 

高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
予
防
の
た

め
、気
軽
に
参
加
で
き
楽
し
く
過
ご

せ
る
場
所
を
作
り
た
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

  「
チ
ー
ム
韮
崎
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

活
用
事
例

韮崎市第２期子ども・子育て支援事業計画
　市では、平成27年度から令和元年度まで、子ども・子育て支援新制度に基づき、教育・保
育・子育て支援の充実を図る「韮崎市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、市全体で子
育てを支えるまちづくりを推進してきました。
　このたび「広げよう 子育てサポートの輪にらさき」を基本理念として、これまで展開して
きた子育て支援施策をより一層推進するとともに、支援を必要とする子どもの増加や貧困問題等をはじめ
とする新たな行政需要に対応するため「韮崎市第２期子ども・子育て支援事業計画」を策定しました。
■閲覧場所　ホームページ、市役所１階情報公開コーナー
■問い合わせ　福祉課 子育て支援担当（内線173）

韮崎市第5次障がい者ふれあい計画
　障がいの有無にかかわらず、互いが尊重し合い、支え合う暮らしを実現できるまちづくりを目指すため
「韮崎市第5次障がい者ふれあい計画」を策定しました。地域でいきいきと自分らしく暮らすことのできる
まちづくりをより一層推進するため「ともに支え合い、自分らしく生活できるまち　にらさき」を基本理念
に掲げました。
■閲覧場所　ホームページ、市役所１階情報公開コーナー
■問い合わせ　福祉課 障がい・生活保護担当（内線182～185）
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ゆ～ぷるにらさき・サンクスデー

　
Ｊ
１
昇
格
を
目
指
し
奮
闘
す
る

Ｖ
Ｆ
甲
府
を
、
市
民
一
体
と
な
っ

て
応
援
す
る
た
め
、
韮
崎
市
サ

ン
ク
ス
デ
ー
に
市
民
の
皆
さ
ん

６
０
０
人
を
ご
招
待
し
ま
す
。

　
ま
た
、
選
手
と
手
を
つ
な
ぎ
一

緒
に
入
場
す
る
、
エ
ス
コ
ー
ト

キ
ッ
ズ
も
同
時
募
集
し
ま
す
。

■
試
合
日
時　
５
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
14
時
キ
ッ
ク
オ
フ

■
会
場　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

招
待
チ
ケ
ッ
ト
の
申
込
方
法

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
専
用
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
、
指
定
の
手
順
で

チ
ケ
ッ
ト
申
込
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
注
意
事
項
】

※
チ
ケ
ッ
ト
を
入
手
す
る
た
め
に

　
は
Ｊ
リ
ー
グ
Ｉ
Ｄ
を
取
得
す
る

　
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
取
得
は

　
無
料
で
す
。
）

※
お
申
込
み
は
、
市
内
在
住
者
で

　
一
人
４
枚
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
４
月
18
日
（
土
）
10
時
～
５
月

16
日
（
土
）
正
午
（
先
着
順
）

※
今
年
度
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
は
市
役

　
所
で
配
布
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。

※
席
種
は
、
メ
イ
ン
自
由
席
・

　
バ
ッ
ク
自
由
席
・
ホ
ー
ム
自
由

　
席
か
ら
指
定
で
き
ま
す
。

※
各
席
種
な
く
な
り
次
第
終
了
。

■
問
い
合
わ
せ

　
㈱
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨

　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

  

☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
６
８
６
７

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
の
募
集

■
募
集
人
数　
22
名

※ 

市
内
に
住
所
の
あ
る
年
長
児

～
小
学
３
年
生

※
エ
ス
コ
ー
ト
を
す
る
チ
ー
ム
お
よ

び
選
手
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法

　
総
合
政
策
課
ま
で
来
庁
ま
た
は

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　
４
月
６
日
（
月
）
９
時
～
10
日

（
金
）
17
時
（
先
着
順
）

■
そ
の
他
の
注
意
事
項

　
試
合
当
日
は
保
護
者
同
伴
で
、

現
地
集
合
・
解
散
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当

　
　
（
内
線
３
５
５
～
３
５
７
）

★プールでのレッスン★
■日　時
　毎週火・水・金曜日  10時30分～11時15分（45分）
　毎週木曜日　19時15分～20時（45分）
■場　所　ゆ～ぷるにらさき温水プール
■レッスン内容
　火曜日　スマイル　アクアエクササイズ
　水曜日　アクアダンス
　木曜日　ミットアクア
　金曜日　マイペースウォーキング
■講　師　堀井　幸子先生
■費　用　レッスン費用 250円 + 施設使用料
■持ち物
　水着・タオル・スイミングキャップ・飲み物

★社交ダンス★
■日　時
　毎週水曜日　13時30分～15時30分（120分）
■場　所　ゆ～ぷるにらさき２階スタジオ
■講　師　茂木　幸子先生
■費　用　レッスン費用 500円 + 施設使用料
■持ち物　ダンスシューズ・汗ふき用タオル・飲み物

★夜ヨガ★
■日　時
　毎週金曜日　18時30分～19時15分（45分）
■場　所　ゆ～ぷるにらさき２階スタジオ
■講　師　早川　麻美先生
■費　用　レッスン費用 500円 + 施設使用料
■持ち物
　飲み物・汗ふき用タオル・ヨガマットもしくは
大きめのバスタオル（※）
（※） 当施設にも数枚ご用意がありますが、数に
　　限りがありますのでご了承ください。

■申込方法（共通）
　参加したいレッスンが始まる前に
受付にてお申込みください。
■問い合わせ　ゆ～ぷるにらさき　☎20‐2222

ゆ～ぷるにらさきでは、４月よりプールおよびスタジオで各種レッスンを行います。
健康増進・アンチエイジング・ストレス解消にレッスンを行いませんか？
レッスン終了後は、入浴してお帰りいただけます。

韮
崎
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
も
同
時
募
集
！

～
レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
戦
・
韮
崎
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
～

韮崎市サンクスデー
招待専用サイト
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まちかどトピックス
MACHIKADO TOPICS

　2月20日（木）「2019年世界ベテランズ選手権 男子フリース
タイルＥ（56歳～60歳）70kg」で優勝した大草町の五位塚悟
さんに市長特別表彰を授与しました。19年ぶりの出場で、全て
第1ピリオドのテクニカルフォール勝ちの圧倒的強さで初優勝を
飾りました。また、1月の全日本マスターズ選手権大会の同階級
でも11年連続17度目の優勝を収めました。五位塚さんの生涯獲
得メダルは現在96枚で、100枚を目指されるそうです。

　2月14日（金）、韮崎市消防団円野分団への消防ポンプ自動車
交付式を行いました。交付を受けた円野分団の堀内分団長は、
「最新鋭のポンプ自動車を交付いただいたことは、地域の消防力
の向上に繋がる。気持ちを一層引き締めて消防団活動に精進して
いきたい。」と謝辞を述べられました。
　なお、円野分団は7月の山梨県消防団員操法大会に峡北支部を
代表して出場されます。素晴らしい結果を期待しています。

　2月12日（水）、埼玉県北本市（三宮幸雄市長）と「災害時等
の相互応援に関する協定」を締結しました。関東平野の高台に位
置する北本市には北里大学メディカルセンターがあることから、
大村智博士の故郷である本市との協定締結に至りました。
　地震や風水害等の大規模災害が発生し、十分に被災者の救援等
の応急措置ができない場合に備え、相互に「資機材の提供」、
「職員の派遣」などの支援を行うことが可能となりました。

災害時等の相互応援に関する協定締結

韮崎市長特別表彰を授与

地域の防災力向上のために

　市では、福祉相談体制の更なる充実を図るため、福祉課に相談業務に特化した「福祉
総合相談担当」を設置することとしました。
　また、子育て世帯に対してよりきめ細やかなサービスと更なる子育て支援の充実を提
供するため、福祉課「保育担当」を設置します。なお、福祉課で行っている高齢者福祉
業務については、利用者の利便性の向上を図るため長寿介護課で行うこととしました。

課・担当名 見直し後の担当事務
（
市
役
所
１
階
）

福　
祉　
課

障がい・生活保護担当 障害者手帳、障害福祉サービス、重度心身障害者医療費助成などの申請
保育担当（新） 保育園・幼稚園などの入所や給付
子育て支援担当 児童センター、ひとり親、医療費助成などの子育て支援
福祉総合相談担当（新） 子ども、障がい、生活保護、生活困窮、児童・障がい者虐待などの相談

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

長
寿
介
護
課

介護保険担当 （変更なし）介護保険の資格、給付、保険料賦課、介護認定など
介護予防担当 （変更なし）介護予防、介護サービスなど
介護支援担当 （変更なし）地域包括、権利擁護、認知症対応など
長寿社会担当（新） 高齢者福祉サービス、民生委員など

※ 福祉課で行っている民生委員児童委員の関係や高齢者福祉サービス関係等の手続きについては、長寿介護課
（保健福祉センター）で取り扱うこととなりますので、ご注意ください。

福祉関係の行政組織の見直しについて

■問い合わせ　秘書人事課 人事行革担当（内線322・325・326）
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株式会社モンベルとの包括協定

　

大
草
町
上
條
東
割
地
内
に

は
、
地
域
の
誇
り
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
た
「
日
本
列
島
の
へ

そ
」
が
あ
り
ま
す
。
地
区
の
皆

さ
ん
の
「
こ
の
場
所
を
通
じ
て

ま
ち
を
活
性
化
し
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
、
こ
の
た
び
、
地
区

と
の
協
働
で
看
板
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
目
印
と
な
る
石
柱
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
正
面
の
山
林
の
一
部

を
伐
採
し
、
茅
ヶ
岳
や
八
ヶ
岳

を
は
じ
め
、
韮
崎
の
ま
ち
が
一

望
で
き
る
新
た
な
ビ
ュ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
大
草
町
を
通
り
が
か
っ
た
際

は
、
看
板
を
頼
り
に
「
日
本
列

島
の
へ
そ
」
に
立
ち
寄
り
、
一

息
つ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課 

観
光
担
当

　
（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

今
月
の
表
紙

韮崎市×株式会社モンベル
連携と協力に関する包括協定を締結

　２月４日（火）、ＴＲＣ東京流通センター第２展示場Ｅ
ホールにおいて、韮崎市とアウトドア総合メーカー株式
会社モンベルとの間で、「緊密な相互連携のもと、アウ
トドア活動等の促進により、社会が直面する課題に対
応し、韮崎市内地域の活性化及び市民生活の質の向上
に寄与すること」を目的に、連携と協力に関する包括協
定を締結しました。

　市長は、「韮崎市は、南アルプス
ユネスコエコパークの核心地域であ
る鳳凰三山をはじめ、市内の至ると
ころから望むことのできる美しい富
士山の景観など、豊かな自然に恵ま
れている。
　これら自然の恵みに感謝し、豊か

な環境を守る教育を進めていくために、株式会社モン
ベルのノウハウなどのご協力をいただきながら、市の
発展や市内外の人々の役に立つ活動を推進していきた
い。」とあいさつを述べ、辰野勇代表取締役会長から
は「産官学との連携は今回が６１番
目となるが、モンベルを一つの軸に
して全国の皆さんとつながっていき
たい。今後何ができるかについても
しっかり考えていく。」とのごあい
さつをいただきました。
　協定書に掲げる７つのミッション
目的達成のための具体的な取り組みについては、今後、
韮崎市と株式会社モンベルとの間で協議しながら進め
ていきます。

アウトドア活動等の促進を通じて地域を活性化

固い握手をかわす辰野勇代表取締役会長と市長

●	自然体験の促進による環境保全意識の醸成に関
すること

●子どもたちの生き抜いていく力の育成に関する
こと

●	自然体験の促進による健康増進に関すること
●	防災意識と災害対応力の向上に関すること
●	地域の魅力発信とエコツーリズムの促進による
地域経済の活性化に関すること

●	農林水産業の活性化に関すること
●	高齢者、障がい者等の自然体験参加の促進に関
すること

協定書に掲げる連携事項等
（アウトドアの持つ７つのミッション）
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ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

は
じ
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
申
込
）

　
ハ
ワ
イ
の
心
地
よ
い
音
楽
に
合

わ
せ
て
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
５
月
11
日
・
25
日
、
６

　
月
１
日
・
８
日
・
22
日
・
29
日
、

　

７
月
６
日
・
13
日
（
月
曜
日
全

　
８
回
）
19
時
30
分
～
20
時
45
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
音
楽
室
２

■
参
加
費　
８
，
０
０
０
円

■
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
料
水

■
定
員　
15
名

　
　
　
　
※
最
少
催
行
人
数
５
名

■
服
装　
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
ス
パ
ッ
ツ
・

　

ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
の
動
き
や
す
い

　

服
装
。
※
パ
ウ
ス
カ
ー
ト
の
貸

　

し
出
し
も
あ
り
ま
す
。（
お
持

　
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

■
講
師　
沢
田　
美
千
代
氏

大
人
の
英
会
話
教
室
（
要
申
込
）

　
初
心
者
向
け
の
英
会
話
教
室
で

す
。
日
常
会
話
レ
ベ
ル
の
英
会
話

を
学
び
ま
す
。

■
日
時　

５
月
12
日
・
19
日
・

26
日
、
６
月
２
日
・
９
日
・
16

日
・
23
日
・
30
日
、
７
月
７

日
・
14
日
（
火
曜
日
全
10
回
）

　
19
時
15
分
～
20
時
15
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
５

■
対
象　
18
歳
以
上
の
男
女

■
参
加
費　
１
０
，
０
０
０
円

■
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト

■
定
員　
15
名

　
　
　
　
※
最
少
催
行
人
数
４
名

■
協
力　
ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
山
梨
学
院
大

　
学
国
際
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部

学
ん
で
に
っ
こ
り
第
５
弾（
要
申
込
）

　
山
本
周
五
郎
ゆ
か
り
の
地
や
韮

崎
の
中
心
地
を
歩
き
、
学
び
ま

す
。
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま

し
ょ
う
！

■
日
時　
５
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
15
分
集
合

　
　
　
　
※
16
時
解
散
予
定

■
集
合
場
所

　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
５

■
参
加
費　
１
０
０
円

■
持
ち
物　
飲
料
水
、
タ
オ
ル
、

　
昼
食
、
雨
具
、
常
備
薬
等

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

　
だ
さ
い
。

■
定
員　
20
名

　
　
　
　
※
最
少
催
行
人
数
４
名

■
案
内
人　
閏
間　
俊
明
氏

　
　
　
（
韮
崎
市
教
育
委
員
会
）

■
ニ
コ
リ
講
座
の
申
込
方
法

　
ニ
コ
リ
１
階
総
合
受
付
で
申
込

書
を
記
入
し
、
参
加
費
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

『
科
学
道
１
０
０
冊
』
展
示

　
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
向
け
科
学
の

魅
力
を
伝
え
る
べ
く
理
化
学
研
究

所
と
編
集
工
学
研
究
所
が
手
を
取

り
全
国
で
展
開
し
て
い
る
事
業
で

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
元
素
ハ

ン
タ
ー
」
「
美
し
き
数
学
」
「
科

学
す
る
女
性
」
。
時
代
を
超
え
る

科
学
に
ま
つ
わ
る
良
書
を
展
示
し

ま
す
。

■
展
示
期
間　

　
～
４
月
29
日
（
水
・
祝
）

本
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

　
子
ど
も
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ

て
、
本
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し

ま
す
。
小
さ
い
頃
の
思
い
出
の

本
、
人
生
を
変
え
て
く
れ
た
本
、

お
す
す
め
し
た
い
本
な
ど
を
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
一
緒
に
紹
介
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
素
敵
な
本
と
の
出
会
い

が
待
っ
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間　
４
月
１
日
（
水
）

　
～
29
日
（
水
・
祝
）

■
展
示
期
間　
５
月
１
日
（
金
）

　
～
28
日
（
木
）

■
場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー
応
募
箱

『
こ
ど
も
に
す
す
め
た
い
本

　
　
　
　
　
　
２
０
２
０
』
展
示

　
県
内
の
図
書
館
員
が
昨
年
出
版

さ
れ
た
本
の
中
か
ら
年
代
別
に
お

す
す
め
の
本
を
選
び
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
本
と
の
出
会
い
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間　
４
月
１
日
（
水
）

　
～
６
月
28
日
（
日
）

お
は
な
し
会
と
折
り
紙
遊
び

　
　
　
　
　
　
　
（
申
込
不
要
）

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

び
、
折
り
紙
作
り
な
ど

■
日
時　
４
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
対
象　
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

■
日
時　
４
月
18
日
（
土
）　

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
妻
が
椎
茸
だ
っ
た
こ
ろ
」

中
島　
京
子
作

　
　
　

 

朗
読　
清
水
ひ
ろ
美
氏

「
山
椒
大
夫
」　
森　
　
鷗
外
作

　
　
　

 

朗
読　
小
澤
か
な
め
氏

「
う
た
時
計
」　
新
美　
南
吉
作

朗
読　
清
水　
　
薫
氏

期
間
限
定
特
製
「
に
ら
っ
こ
」
し

お
り
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　
子
ど
も
の
読
書
週
間
に
、
本
を

５
冊
以
上
借
り
た
方
に
、
図
書
館

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
に

ら
っ
こ
」
の
し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！

■
期
間　
４
月
18
日
（
土
）

　
～
５
月
10
日
（
日
）

■
受
取
方
法  

　
期
間
中
の
日
付
で
５
冊
以
上
の

貸
出
レ
シ
ー
ト
を
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
貸
出

レ
シ
ー
ト
は
複
数
枚
で
も
可
能
で

す
。
※
た
だ
し
同
一
人
物
の
レ

シ
ー
ト
に
限
り
ま
す
。

だ
っ
こ
の
会
（
申
込
不
要
）

　
わ
ら
べ
歌
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

■
日
時　
４
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
11
時
～
11
時
30
分

■
対
象　
乳
幼
児

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

　
お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と

お
は
な
し
会
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？
ぬ
い
ぐ
る
み
は
そ
の
後
、
お

と
ま
り
し
て
夜
の
図
書
館
を
探
検

し
ま
す
。
お
迎
え
の
時
に
は
、
ミ

ニ
ア
ル
バ
ム
と
と

も
に
ぬ
い
ぐ
る
み

が
選
ん
だ
お
す
す

め
の
本
を
貸
出
し

ま
す
。

■
日
時　
４
月
29
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
14
時
～
14
時
30
分

　
　
　
　
13
時
30
分
受
付
開
始

※
お
迎
え
は
５
月
１
日
12
時
か
ら

イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ
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■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
対
象　
利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち

　
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
、
そ

　
の
保
護
者
、
ぬ
い
ぐ
る
み

■
定
員　
子
ど
も
20
名
（
１
人
に

　
つ
き
、
ぬ
い
ぐ
る
み
一
体
）

■
申
込
み　
４
月
４
日
（
土
）
か

　
ら
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
お
よ
び

　
電
話
で
受
付

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ

１
１
１
５

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」
（
無
料
）

　
『
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
（
こ
こ
）
つ
な
』

は
、
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

企
画
す
る
市
民
の
た
め
の
サ
ロ
ン

で
す
。
毎
月
第
２
木
曜
日
に
、
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
会
を

開
い
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と

一
息
つ
い
て
、

楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
ど
な

た
で
も
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
日
時　
４
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
３

　
　
　
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

■
申
込
み　
不
要

ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

「
歴
史
香
る

　
春
の
新
府
城
跡
を
歩
こ
う
！
」

　

武
田
勝
頼
に
よ
っ
て
築
城
さ

れ
、
自
ら
火
を
放
っ
た
悲
劇
の
城

「
新
府
城
」
。
歴
史
を
学
び
、
草

花
を
楽
し
み
な
が
ら
春
の
新
府
城

跡
を
ウ
ォ
ー
ク
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
４
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
～
12
時

（
新
府
城
跡
駐
車
場
９
時
集
合
）

■
場
所　
新
府
城
跡

■
定
員　
20
名
（
無
料
）

■
持
ち
物

　
飲
み
物
・
歩
け
る
服
装

■
講
師　
韮
崎
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
閏
間　
俊
明
氏

■
そ
の
他　
雨
天
時
は
、
９
時
30

　
分
よ
り
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
５

　
で
座
学
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
み　
４
月
２
日（
木
）か
ら

　
　
　

韮
崎
の
民
話 

大
型
紙
芝
居
制
作

彩
色
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　
大
型
紙
芝
居
制
作
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
絵
心
が
な
く
て
も
、

塗
り
絵
が
で
き
れ
ば
大
丈
夫
！
韮

崎
の
民
話
を
大
型
紙
芝
居
に
残
し

ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
５
月
15
日
（
金
）
17
日

　
（
日
）
・
29
日
（
金
）
・
31
日

　
（
日
）
、
６
月
３
日
（
水
）
・

　
５
日
（
金
）
・
26
日
（
金
）
、

　
７
月
１
日（
水
）・
31
日（
金
）、

　
８
月
２
日
（
日
）
10
時
～
12
時

※
都
合
の
よ
い
日
に
ご
参
加
く
だ

　
さ
い
。

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
工
作
室

■
定
員　
12
名
程
度

■
彩
色
指
導

　
画
家　
羽
中
田　
桂
子
氏

■
内
容　
下
絵
に
ア
ク
リ
ル
絵
具

　
を
塗
っ
て
、
大
型
紙
芝
居
を
作

　
り
ま
す
。

■
作
品　
大
草
の
民
話

　
　
　
「
甘
利
の
お
不
動
さ
ん
」

■
申
込
み　
４
月
２
日（
木
）か
ら

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６

助
産
師
さ
ん
と
ベ
ビ
マ
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
予
約
）

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
マ
マ

か
ら
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
最
高
の
贈
り

物
。
助
産
師
さ
ん
と
一
緒
に
ベ
ビ

マ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
４
月
９
日(
木)

　
　
　
　
13
時
～
14
時　

■
対
象　
妊
婦
さ
ん
、
０
～
８
か

　
月
の
親
子
10
組

■
参
加
費　
オ
イ
ル
代
２
０
０
円

　
　
　
　
（
妊
婦
さ
ん
は
無
料
）

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

●国民健康保険より
 3月に韮崎市国民健康保険で支払った額(保険者負担
額)は、155,669,587円(前年同月比2.93％増)で、1
人あたりの保険者負担額は、23,487円(前年同月比
5.62％増)でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節
約にご協力ください。

●市の人口　  3月１日現在 　　  　             （前月比）
　男　１４，５２９人（うち外国人２４９人）   　５０人減
　女 　１４，６５６人（うち外国人２７５人）   　３９人減
　計　２９，１８５人（うち外国人５２４人）   　８９人減
　世帯数　１２，６０４世帯    　　　     　 　２０世帯減

■
講
師　
助
産
師　
加
茂　
友
香
氏

に
ら
★
ち
び

　
う
じ
ゅ
う
の
森
く
ら
ぶ

（
要
予
約
・
無
料
・
雨
天
中
止
）

　

家
の
周
り
・
公
園
だ
け
で
は
味

わ
え
な
い
、た
く
さ
ん
の
自
然
に
囲

ま
れ
た
韮
崎
の
う
じ
ゅ
う
の
森
で

親
子
で
季
節
を
感
じ
な
が
ら
遊
び

ま
し
ょ
う
！
４
月
は
、「
い
き
も
の

探
し
に
森
た
ん
け
ん
」で
す
。

■
日
時　
４
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
う
じ
ゅ
う
の
森

■
集
合　
10
時
15
分

　
　
　
　
韮
崎
中
央
公
園
駐
車
場

　
　
　
　
（
陸
上
競
技
場
東
側
）

■
対
象　
未
就
園
児
の
親
子
10
組

■
持
ち
物　
水
分
、
タ
オ
ル
、
帽

　
子
、
防
寒
具
、
着
替
え
一
式

ア
メ
リ
カ
ヤ
ボ
ン
シ
イ
ク
で

　
　
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
（
要
予
約
）

　
い
つ
も
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
た

ち
へ
ご
ほ
う
び
タ
イ
ム
。
お
子
さ

ん
を
預
け
て
気
に
な
る
近
く
の
お

し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
で
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
４
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所

　
ア
メ
リ
カ
ヤ
１
階
ボ
ン
シ
イ
ク

■
集
合　
10
時
20
分

　
　
　
　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前

■
対
象　
未
就
園
児
の
お
子
さ
ん

　
の
マ
マ
８
名

■
参
加
費　
１
，
２
０
０
円

　
（
ボ
ン
シ
イ
ク
の
デ
ザ
ー
ト
・

　
　
ド
リ
ン
ク
＋
託
児
料
）　

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　
電
話
（
「
広
報
を
見
た
」
と
お

　
伝
え
く
だ
さ
い
）
ま
た
は
Ｈ
Ｐ

　
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
予
約
開
始
は
４
月
３
日
（
金
）

　
10
時
か
ら
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
各
施
設
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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地
域
総
合
整
備
資
金
の
貸
付
金
に

係
る
徴
収
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
地
域
総
合
整
備
資
金

の
貸
付
金
に
係
る
徴
収
事
務
を
平

成
30
年
３
月
12
日
付
け
で
、
一
般

財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団

に
委
託
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
商
工
労
政
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
５
）

　
相　
談

無
料
法
律
相
談
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
毎
月
第
４
木
曜
日

（
祝
日
お
よ
び
休
日
の
場
合
は
そ

の
前
日
）
に
無
料
法
律
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
、
相
談
回
数
は
一

人
に
つ
き
年
度
内
３
回
ま
で
と
し

ま
す
。
※
事
前
予
約
制
・
先
着
順

■
予
約
受
付
日
時

　
毎
月
10
日
８
時
30
分
か
ら

　
（
祝
日
お
よ
び
休
日
の
場
合
は

　
　
翌
開
庁
日
）

※
電
話
ま
た
は
総
合
政
策
課
で
受

　
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
７
）

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
　
（
予
約
不
要
・
相
談
無
料
）

　
い
じ
め
や
虐
待
、
家
庭
内
や
近

隣
と
の
も
め
ご
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
１
日（
月
）、
10
月

　
８
日（
木
）、12
月
４
日（
金
）、

　
２
月
４
日（
木
）

　
い
ず
れ
も
10
時
～
15
時

※
各
月
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た

　
だ
け
ま
す
。

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階　
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
７
）

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方
へ

　
解
決
の
た
め
の
助
言
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を
紹
介

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

■
受
付
時
間　
月
～
金
曜
日
（
祝

　
日
を
除
く
）８
時
30
分
～
12
時
、

　
13
時
～
16
時
30
分

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
財
務
省 

甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
債
務
相
談
窓
口

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
２
６
１

　
保　
健

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
！

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
手
術
や
治
療
で
輸
血
を
必
要
と

す
る
方
が
増
加
す
る
一
方
で
、
少

子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

特
に
若
い
世
代
の
献
血
者
数
が
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
献
血
は
身
近
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
４
月
17
日
（
金
）

　
10
時
～
11
時
30
分

　
12
時
45
分
～
15
時
30
分

■
会
場　
市
役
所
庁
舎
東
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
５
８
９
１

　
韮
崎
市
献
血
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

山
梨
県
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー　
圏
域
サ
テ
ラ
イ
ト
相

談
窓
口
の
開
設

　
山
梨
県
高
次
脳
機
能
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
次
脳
機
能

障
害
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
相
談

に
応
じ
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
関
係
機
関
と
連
携
し

て
支
援
を
行
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

は
県
内
に
１
か
所
の
た
め
、
県
内

４
か
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
窓
口

を
開
設
し
、「
ミ
ニ
講
座
」
と
「
相

談
会
」
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
予

約
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

■
日
時　
４
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
13
時
～
16
時

■
会
場　
北
巨
摩
合
同
庁
舎

　
　
　
　
１
階
１
０
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
高
次
脳
機
能
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
６
２
‐
３
１
２
１

　
産　
業
・
労　
働

４
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
雇
用

保
険
被
保
険
者
に
つ
い
て
雇
用
保

険
料
の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

　
65
歳
以
上
の
労
働
者
も
雇
用
保

険
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

経
過
措
置
と
し
て
、
３
月
31
日
ま

で
の
間
は
、
高
年
齢
労
働
者
（
保

険
年
度
の
初
日
（
４
月
１
日
）
に

お
い
て
満
64
歳
以
上
で
あ
る
労
働

者
で
あ
っ
て
、
雇
用
保
険
の
一
般

被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
方
）
に

関
す
る
雇
用
保
険
料
は
免
除
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら

は
、
高
年
齢
労
働
者
に
つ
い
て

も
、
他
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
と

同
様
に
雇
用
保
険
料
の
納
付
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
２
８
５
２

山
梨
県
事
業
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
「
後
継
者
が
い
な

い
」
、
「
事
業
の
引
継
ぎ
に
不
安

が
あ
る
」
と
い
っ
た
相
談
を
事
業

承
継
の
専
門
家
が
お
受
け
し
、
課

題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
か
つ
秘
密
厳
守
で

す
。
安
心
し
て
ご
相
談
い
た
だ
け

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
１
８
３
０

5月7日（木）より、次のとおり脳神経外科診察を開始します。
　　■診療日・時間　毎週木曜日・午前9時から
　　■受付時間　午前８時30分～午前11時30分
　　■問い合わせ　市立病院事務局 医事担当
　　　　　　　　　☎22-1221（内線131）

市立病院脳神経外科より
　　　　　  診療日追加のお知らせ

　
お
知
ら
せ

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

info
rm

a
tio

n
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広報にらさき

ミニＳＬ運行開始！
★
命
を
守
る
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
！　
登
録
し
ま
し
た
か
？　
防
災
ア
プ
リ
・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
。

　
募　
集

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
「
ケ
ロ
ケ
ロ
隊
」
大
募
集
！

　

「
で
き
る
人
」
が
「
で
き
る

時
」
に
「
で
き
る
こ
と
」
を
。

　
韮
崎
ま
ち
ぐ
る
み
で
子
育
て
応

援
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
登
録
は
い
つ

で
も
で
き
、
そ
の

日
か
ら
の
活
動
も

で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
対
象
者　
市
内
在
住
の
方

■
活
動
場
所

　
韮
崎
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
に
ら
★
ち
び

■
活
動
内
容

　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
７
６
７
６

　
イ
ベ
ン
ト

穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

自
然
公
園
散
策
＆
観
察
会

　
公
園
内
を
散
策
し
て
、
春
の
草

花
や
花
木
、
野
鳥
な
ど
を
観
察
し

ま
す
。
※
雨
天
延
期

■
日
時　
４
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

　
延
期
の
場
合
は
29
日
（
水
・
祝
）

■
定
員　
30
名

■
参
加
費　
１
０
０
円

【材料（4人分）】
●じゃがいも　・・・・100ｇ
●にんじん　・・・・・  60ｇ
●きゅうり　・・・・・  80ｇ
●プロセスチーズ　・・  20ｇ
♡Ａ
●塩・こしょう　・・・  少々
●酢　・・・・・・・ 小さじ1
♡Ｂ
●マヨネーズ　・・・ 大さじ2
●レモン汁　・・・・ 小さじ1

ご存知ですか？
　「マセドアンサラダ」とは、フランス語で「さいの目切り」を意味
します。材料を小さく角切りにして、マヨネーズで和えた料理です。
季節に応じて材料を変えて美味しくいただけます。

【
作
り
方
】

①
に
ん
じ
ん
は
皮
を
む
き
１
㎝

　
角
に
切
る
。

②
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
き
、

　
芽
と
り
し
、１㎝
角
に
切
り
水

　
に
さ
ら
す
。

③
じ
ゃ
が
い
も
と
に
ん
じ
ん
は

ゆ
で
、水
け
を
切
っ
た
後
♡
Ａ

で
下
味
を
つ
け
る
。

④
き
ゅ
う
り・チ
ー
ズ
を
１㎝
角

に
切
る
。

　

③
と
④
と
♡
Ｂ
を
混
ぜ
合
わ

　
せ
、器
に
盛
り
付
け
ま
す
。

【
栄
養
量
（
１
人
分
）】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー　
87
㌔
㌍

　
食
塩
相
当
量　
０
．
３
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
健
康
増
進
担
当

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

知っ得！食育ひろば ー 食改推の簡単レシピ！ ー

「マセドアンサラダ」
簡単！美味しい！無駄なし！

■
申
込
み　
４
月
１
日
～
25
日

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
３
７
‐
４
３
６
２

第
11
回
企
画
展

「
甘
利
山
に
木
を
植
え
心
に
緑
の

大
切
さ
を
伝
え
た
穂
坂
直
光
」
展

　
明
治
時
代
、
荒
れ
た
甘
利
山
に

植
林
を
し
た
大
草
町
の
穂
坂
直

光
。
彼
が
植
え
た
木
は
、
の
ち
に

甘
利
中
学
校
や
甘
利
上
水
道
を
つ

く
る
財
源
に
な
り
ま
し
た
。
山
の

恵
み
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
勇

気
を
も
っ
て
行
動
し
た
穂
坂
直
光

を
紹
介
す
る
展
示
で
す
。

■
会
場　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

■
会
期　
４
月
１
日
（
水
）
～
令

和
３
年
３
月
21
日
（
日
）

■
時
間　
９
時
～
17
時（
月
曜
日・

祝
日
の
振
替
休
館
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

　
　
　
　
　
☎
２
１
‐
３
６
３
６

　中央公園ミニＳＬは、4月5日から運行を開始し
ます。緑の木々の中を走り抜けるミニＳＬに乗車し
てみませんか。
■運行日時（雨天運休）
　４月～10月の日曜日・祝日
　10時～12時・13時～16時

■料金　1回100円　
　※3歳未満は、保護者と同乗で無料
　☆5月5日のこどもの日は全員無料！
■問い合わせ　建設課 都市計画担当
　　　　　　　（内線250・251）

月 運行日
4月 5日 12日 19日 26日 29日
5月 3日 4日 5日 6日 10日 17日 24日 31日
6月 7日 14日 21日 28日
7月 5日 12日 19日 23日 24日 26日
8月 2日 9日 10日 16日 23日 30日
9月 6日 13日 20日 21日 22日 27日

10月 4日 11日 18日 25日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
各
施
設
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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入 賞 者 決 定

咳エチケット

人混みを避ける

最新情報の取得

こまめな手洗い

「富嶽韮崎」フォトコンテスト

春の部
	 特　選	「桃晴れ」	 長坂	　章	様（北杜市）
	 準特選	「富士を望む」	 古橋	隆宏	様（中央市）
	 入　選	「夕暮れに浮かぶ」	 吉田	　進	様（南アルプス市）
夏の部
	 特　選	「朝焼けの富士」	 塚崎	辰也	様（静岡県長泉町）
	 準特選	「雲海の向こうに」	 根岸	桂子	様（富山県富山市）
	 入　選	「田植えの季節」	 花輪	富夫	様（南アルプス市）
秋の部
	 特　選	「秋色の朝」	 小林	　勝	様（富士河口湖町）
	 準特選	「西日を浴びて」	 作地	正健	様（韮崎市）
	 入　選	「彩雲大海」　	 藤巻	正英	様（南アルプス市）
冬の部
	 特　選	「あずさが行く」	 皆川	　明	様（韮崎市）
	 準特選	「釜無川からの富士」	佐藤	政孝	様（韮崎市）
	 入　選	「韮崎市街より富士を望む」　
　　　　　　　　　　　　　　	 大柴	恵子	様（韮崎市）

推薦 （年間）「初夏の色どり」

特選 （春）「桃晴れ」

特選（夏）「朝焼けの富士」

特選 （秋）「秋色の朝」 特選（冬） 「あずさが行く」

	 年間最優秀賞
	 推　薦「初夏の色どり」	藤巻	正英	様（南アルプス市）

富嶽韮崎フォトコンテスト＆ニーラへのお便りコンテスト作品展富嶽韮崎フォトコンテスト＆ニーラへのお便りコンテスト作品展
期 間 ： 4月24日（金）〜5月17日（日）
時 間 ： 9時〜20時 ※5月17日は17時まで
会 場 ： 市民交流センターニコリ地下1階アートギャラリー2

■問い合わせ
　健康づくり課 健康増進担当
　☎23-4310

外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などにこまめに石けんや
アルコール消毒液などで手を洗いましょう。

咳などの症状がある方は、他人に感染させないため、咳やくしゃみの際にマスクや
ティッシュ・ハンカチ・袖を使い口や鼻をおさえる咳エチケットを行いましょう。

できるだけ人混みの多い場所を避け、特に持病がある方、ご高齢の方は、より一層注意
しましょう。

感染症の状況は日々変化します。必ず新しい情報を国・自治体ホームページ等でご確認
ください。韮崎市の防災アプリ、Twitterでも最新情報をお知らせします。

　市では新型コロナウイルス感染症対策本部を立ち上げ、感染の拡大防止を図っていま
すが、市民の皆さんにも引き続き、こまめな手洗い、咳エチケット、できるだけ人混み
の多い場所を避けるなどの感染症対策をお願いします。

新型コロナウイルスの感染症対策をお願いします


